
計画の推進

重点プロジェクト

などによる効率的・

戦略的な推進

総
合
計
画
（
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・

実
施
計
画
）
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
２

階
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
、
政
策
推
進

課
L
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

 

計
画
期
間

平
成
30
年
度
〜
平
成
34
年
度

 

人
口
の
想
定

平
成
34
年
度
に
約
17
万
人
を
想
定

人
口
推
計
に
よ
る
見
込
み
よ
り
、

人
口
減
少
を
約
６
千
人
抑
制
し
た

人
口
を
想
定
し
ま
す

「人間環境都市」

の実現
誰もが住みやすく・

心地よく活躍できる環境の構築

　

人
間
環
境
都
市
を
実
現
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
「
第
６
次
基
本
計
画
」
は
、
そ
の
実
効

性
や
効
率
性
を
高
め
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
策
を
単
体
で
は
な
く
、
複
数
で
取
り
組

む
よ
う
戦
略
的
・
横
断
的
に
つ
な
げ
る
共
通

テ
ー
マ
を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。
３
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
活
力
を
最
大
限
循
環
さ
せ
、

未
来
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け
る
好
循
環
の

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3

　

新
た
な
視
点
を
加
え
た
人
間
環
境
都
市
を

実
現
す
る
た
め
に
、
基
本
構
想
に
基
づ
い
て

「
第
６
次
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。「
第

６
次
基
本
計
画
」
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
の
土
台
と
な
る
「
自
治

体
運
営
」
に
示
す
基
礎
的
な
方
針
（
２
つ
の

柱
と
８
方
針
）
の
下
、
「
部
門
別
計
画
」
に

示
す
各
行
政
分
野
で
行
う
べ
き
こ
と
（
５
つ

の
柱
と
40
施
策
）
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

間
環
境
都
市
の

実
現
を
目
指
し
て

人

　

持続可能な
まちに向けた
都市機能の

強化

　 

地域経済を
けん引する

力強い産業の
展開

　

地域で
活躍する

〝ひと〞を育む
まちの形成

３つの重点プロジェクト

第６次基本計画

推進の土台

市民によるまちづくりの推進

健全な行財政運営の推進

第１

第2

共に支え合い健やかに暮らすまち

明日を拓く力みなぎる産業のまち

学ぶ喜びがあふれる文化の薫るまち

自然と環境にやさしいまち

安全・安心で快適に暮らすまち

第１

第2

第3

第4

第5

部門別
計画

自治体
運営

持続可能なまちに向けた都市機能の強化

●投資を呼び込む機能　●にぎわい、集い・憩う機能

●安全・安心と豊かな自然を保つ機能

地域経済をけん引する力強い産業の展開

●新たな付加価値の創出　●産業を担う人づくりの促進

●働きやすい環境の整備

地域で活躍する〝ひと〞を育むまちの形成

●ふくしのまちづくりの促進

●子育て環境・教育文化の充実

●地域の魅力向上と「とまごころ(地元自慢の心)」の醸成

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ

未来に向かって
挑戦し続ける
好循環のまち

「苫小牧」を良くするためには

苫小牧のまちが持つ特徴を

上手に生かすことが

大切なんだ。

考え
てみよう！

重点プロジェクトも

苫小牧の特徴を考えながら

決めたんだよ。

苫小牧の特徴って

何だろう？

総合計画

※本文中に記載されている元号については、平成31年以降の年も平成の元号で表示しています
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